
令和７年度「第２回学校評価（２月）」集計結果

実施日：令和８年１月２６日（月）～２月３日（火）

集計人数：生徒130名(98.5％）　保護者83名（63.8％）　教職員15名（100％）

評価基準：　４そう思う　３どちらかと言えばそう思う　２あまりそう思わない　１そう思わない

第1回 変化

⤴  18

→ 12

(%) ⤵  17 (%) （人） （人） （人） （人）

生徒 94.6 ⤴ 95.4 66 58 6 0 130

保護者 97.3 ⤴ 98.8 29 53 1 0 83

教職員 100.0 → 100.0 6 8 0 0 14

生徒 94.6 ⤵ 93.8 74 48 8 0 130

保護者 97.3 ⤵ 96.3 49 30 3 0 82

教職員 100.0 → 100.0 7 8 0 0 15

生徒 93.1 ⤴ 96.9 73 53 4 0 130

保護者

教職員 100.0 → 100.0 6 8 0 0 14

生徒 90.8 ⤴ 93.1 68 53 9 0 130

保護者

教職員 93.3 ⤴ 100.0 6 9 0 0 15

生徒 96.9 ⤵ 94.6 76 47 4 3 130

保護者 93.3 ⤴ 97.6 74 7 2 0 83

教職員 100.0 → 100.0 8 6 0 0 14

生徒 96.9 ⤵ 93.1 75 46 8 1 130

保護者 88.0 ⤴ 92.8 68 9 4 2 83

教職員 100.0 → 100.0 8 6 0 0 14

生徒 92.3 ⤵ 90.8 61 57 10 2 130

保護者 92.0 ⤴ 96.4 63 17 2 1 83

教職員 100.0 → 100.0 7 7 0 0 14

生徒 86.3 ⤵ 84.4 49 43 16 1 109

保護者 90.9 ⤴ 97.3 59 12 1 1 73

教職員 92.9 → 92.9 1 12 1 0 14

生徒 90.8 ⤵ 90.7 72 45 10 2 129

保護者 94.7 ⤵ 94.0 62 16 4 1 83

教職員 100.0 ⤵ 93.3 6 8 1 0 15

生徒 93.1 ⤵ 90.7 67 50 9 3 129

保護者 89.3 ⤴ 97.6 77 4 1 1 83

教職員 100.0 → 100.0 9 6 0 0 15

生徒 96.2 ⤵ 94.6 72 51 7 0 130

保護者 94.7 ⤴ 98.8 58 24 1 0 83

教職員 100.0 → 100.0 10 5 0 0 15

生徒 92.2 ⤴ 95.4 71 53 4 2 130

保護者 86.7 ⤴ 97.6 58 23 1 1 83

教職員 100.0 ⤵ 93.3 11 3 1 0 15

生徒 93.8 ⤵ 91.5 69 50 10 1 130

保護者 93.4 ⤴ 97.6 74 7 2 0 83

教職員 86.7 → 86.7 5 8 2 0 15

生徒 86.0 ⤵ 85.4 62 49 11 8 130

保護者 97.4 ⤴ 98.8 72 10 1 0 83

教職員 80.0 → 80.0 6 6 2 1 15

生徒 97.7 ⤵ 96.9 68 58 3 1 130

保護者 98.7 ⤵ 96.4 79 1 2 1 83

教職員 100.0 → 100.0 7 8 0 0 15

生徒 92.3 ⤴ 97.7 114 13 3 0 130

保護者 96.1 ⤵ 91.6 53 23 6 1 83

教職員

生徒 94.6 ⤴ 98.5 119 9 2 0 130

保護者 93.3 ⤴ 96.4 63 17 2 1 83

教職員

項目 質問事項 属性 肯定番号

16 安心して学校生活を送ることができている

17 教職員の対応は丁寧である

12 アンケート調査を行うなどいじめ防止に努めている

13
情報
発信

学校ホームページなどを活用し情報の発信に努めて
いる

14

その
他

この学校に入学して良かったと思う（生徒保護者）／
勤務に満足している（教職員）

15
地域の人たちと連携し魅力ある学校づくりに取り組ん
でいる

9

生活
指導

生徒指導（服装・挨拶礼儀等の生活指導）は適切であ
る

10 部活動の活性化に努めている

11 各行事の活性化に努めている

5

進路
指導

多様な進路希望の実現に向けた学校全体での支援が
なされている

6 進路情報が適切に提供されている

7 個別面談での進路指導が充実している

8
課外の日数やレベルは適切である  ※進路課外受講
者のみ

1

学習
指導

わかりやすい授業がなされている

2
習熟度別授業等による一人ひとりの学力向上に努め
ている

3
小テストやレポートなど授業における評価方法は適切
である

4
総合的な探究の時間「いのち輝く百年創造塾」は自分
たちの課題を設定し課題の解決に向け意欲的に取り
組めるものである

第2回

肯定 4 3 2 1
分母


